
単元全体を見通し、主体的に学習に取り組む態度を評価する場面を計画的に設定

学習指導要領に基づいた評価を行うために

☆「主体的に学習に取り組む態度」は、粘り強い取組を行おうとする側面と
自らの学習を調整しようとする側面との両面から評価することが求められます。

「主体的に学習に取り組む態度」の評価

「『指導と評価の一体化』（国立教育政策研究所）から、「主体的に取り組む態度」をノートや
ワークシートの記述を活用して評価する例(中学校社会)の一部を抜粋しています。

☜単元計画や評価規準等の詳細は
こちらで確認ください。
※小中学校ともに、全教科、こちらから
ダウンロードできます。

【参考】お役立ち情報・関連バックナンバー

【単元名】世界平和と人類福祉の増大（参考資料：P９２）
【評価方法】ノート・ワークシート

〇「今後の学習や生活に生かしたいこと」
【「おおむね満足できる」状況（B）と判断した例】

☆「単元の学習を終えて」という記述欄を設定した実践事例より
※ワークシートやノートなどに、単元の学習終了後も問い続け
ていきたいこと及びその社会的意義について記入させるよう
構成する。

中学校・社会

「主体的に学習に取り組む態度」の評価例（令和３年６月号）
「主体的に学習に取り組む態度」の評価例（令和３年７月号）
「主体的に学習に取り組む態度」について（令和３年２月号）
評価に関する校内研修例について（令和２年１０月号）

これからの社会の在り方を
判断する際、持続可能性の
点から考えることはとても
大切だと分かった。これから、
自分の子供たちの世代の
ことも考えて判断していき
たい。

Aさんの意見をもとに自分
の考えを修正したところ、修
正前よりよいものができた。
次の学習でも異なる考えを
聞きながら自分の意見を考
えなおすことを大切にした
い。

問いに対する取組や学習したことから、今後の学習や生活
に生かそうとすることを見いだしているかを見取る。


